
第２２回音楽祭の中止
新型コロナウイルスの影響により昨年度は音楽祭を延期しました。コロナ禍で分断され傷つい

た世界を、共通言語である音楽を架け橋にして少しでも修復させたいとの強い思いから、今年は
アルゲリッチ氏の入国をはじめとして、感染対策しながら開催できるように準備を進めてきまし
た。２０２１年５月８日から６月２２日に第２２回音楽祭の開催を予定していましたが、会場と
なる東京都及び大分県内における新型コロナウイルス変異株の感染拡大を受けて、予定していた
全公演について、５月６日に中止を決定しました。
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６月５日を「マルタ・アルゲリッチの日」
として宣言

音楽祭は中止となりましたが、今年はアルゲリッチ氏

が音楽祭の総監督に就任してから２５周年の節目の年でも
あります。大分県としては、アルゲリッチ氏の誕生日を祝
福するとともに、県民をあげて、アルゲリッチ氏の貢献を
顕彰し、長く記憶にとどめていくため、誕生日の６月５日
を「マルタ･アルゲリッチの日」として宣言します。

別府アルゲリッチ音楽祭について
大分県では、マルタ・アルゲリッチ総監督

と親交のあったピアニストの伊藤京子氏を通
じ、京子氏の地元である別府の地にて、１９
９４年より別府アルゲリッチ音楽祭を開催し
てきました。
アルゲリッチ氏は別府をふるさとのように

愛してくださり、熊本地震で大分県が被災し
た際にも、音楽祭に駆けつけ、県民に勇気と
希望を与えていただきました。
また長年にわたる音楽祭開催により地元の

方との交流が生まれ、県内の多くの子どもた
ちに音楽による豊かなこころを育んでいただ
きました。
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「マルタ・アルゲリッチの日」 

宣言書 

 

 

一、マルタ・アルゲリッチ氏は、平成１０年（１９９８年）の第１回別府アルゲリッ

チ音楽祭から、長年にわたり、世界一流の音楽家とともに来県し大分をふるさとの

ように愛していただき、そして、大分の名を世界に広めていただきました。 

 

一、音楽祭では、若手音楽家の育成にも力を注ぎ、数多くのプロ演奏家が巣立つなど、

世界第一級の音楽環境を創出しています。また、子どもたちの豊かな心の成長を願

って開催する「ピノキオコンサート」は、同氏の発案であり、県内各地の多くの子

どもたちが参加してきました。  

 

一、災害復興にもご尽力いただきました。東日本大震災の際には、パリでの復興祈念

コンサートの開催や、本県が被災した熊本地震の際も、「こういう時だからこそ、

開催を」と来日を即断し、県民に勇気と希望を与えていただきました。 

 

一、故 椎木正和氏により、平成２７年（２０１５年）に寄贈された「しいきアルゲリ

ッチハウス」では、今や一流の演奏家による室内楽が定期開催されるなど、本県の

芸術文化の新たな拠点として、広く県民に親しまれています。 

 

一、平成３０年（２０１８年）１２月には、音楽祭初のヨーロッパ公演をイタリア・

ローマにて開催し、本県とローマとの交流もスタートしました。 

 

 

大分県は、これまでのアルゲリッチ氏の歴史的な功績を県民と共に称えるととも

に、地方から世界に向けた音楽祭を通じて、芸術の役割や、寛容と共生の精神を全

世界に発信していきたいと考えています。 

そして、アルゲリッチ氏の心に響く音楽を大事にし、誰一人取り残さないという

同氏の思いを共にするため、６月５日を「マルタ・アルゲリッチの日」として制定

し、人間社会にとって大切なものを未来に伝えていきます。 

 

 

           

               令和３年５月６日  大分県知事 広瀬 勝貞 



H１０

総監督/マルタ・アルゲリッチ

別府アルゲリッチ音楽祭
H６

・H8アルゲリッチ､音楽祭総監督に就任
・音楽祭プレコンサート開催

H８～H９

・別府アルゲリッチコンサート開催
（３公演に出演）

H７
第１回音楽祭開催

【写真:マスタークラス】

・アルゲリッチ初来県（大分市で公演）

ピアニスト。世界で最も高い評価を受けてい
るアーティストの一人

○マルタ･アルゲリッチ

S16 ブエノスアイレス出身
S30 ウィーンに移住。

以降、グルダ、リパッティ、ミケランジェリ
等,伝説のピアニストたちに師事

S40 ショパン国際ピアノコンクール優勝

H10   第１回別府アルゲリッチ音楽祭
H17 第17回高松宮殿下記念世界文化賞受賞

旭日小授章受章
H28 旭日中綬章受章

樫の実少年少女合唱団
（大分県）との共演
【第13回音楽祭より】

H２３

東日本大震災発生
直後､芸術家仲間
に呼びかけ日本復
興支援コンサート
「KoKoRo」を主宰
（パリ4月9日）
･復興支援ＣＤも
制作

○多くの海外演
奏家が来日を中
止する中、第13
回音楽祭を開催
（5月）

H２８

熊本地震(4月)｡
宿泊者激減。
開催予定ホール

も被災する中で、
直後の第18回音楽
祭を開催（5月）

大分県民は勇気づけ
られ、復興にはずみ

H20 第10回記念音楽祭 皇后陛下行啓(東京公演)

H28 第18回音楽祭 皇后陛下行啓（東京公演）
H30  第20回記念音楽祭･皇后陛下行啓(東京公演)

皇太子（今上陛下）同妃両殿下、アルゲリッチハウス
行啓

R元 第21回音楽祭｡東京公演(小澤征爾共演)に上皇･
上皇后両陛下御臨席(御退位後初の演奏会御鑑賞）

【行幸啓】

H３０第20回音楽祭
【記念事業】

・音楽祭の新たな
拠点で、国内最高
峰の演奏家による
上質な演奏会を通
年開催

○ローマ記念事業･

○アルゲリッチハウス
室内楽シリーズ発足

･16世紀からの交流
公演

R2
コロナ禍で､第22回
音楽祭を延期･中止

,３

6月5日の誕生日に８０
歳｡総監督就任25周年

○地域拠点公演スタート
･中津､由布､佐伯
JR久大線復旧記念公演等

R３

○県が誕生日を「マルタ･
アルゲリッチの日」とし
て宣言
・貢献を顕彰し、共に培
ってきた芸術文化の
輝きを、国内外に発信

･教育プログラムも充実


